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体
育
祭
実
行
委
員
長

小
林
　
恒

平

今
年
度
の
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
「妖

力
協
心
」
と
は

「心
を

一
つ
に
し
て
、

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
」
と

い
う
意
味

の
言
葉
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
制
限
が

緩
和
さ
れ
、
全
員
が
声
を
出
せ
る
応

援
合
戦
が
復
活
し
、
新
し

い
競
技
が

増
え
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻

っ

た
よ
う
な
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
に
と

っ

て
は
新
し

い
こ
と
ば
か
り
の
体
育
祭

と
な
り
ま
し
た
。
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
も
の
を
成
功
さ
せ
る
に
は
正
に
、

「妖
力
協
心
」
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

三
年
生
が
引

っ
張

る
だ
け
で
な
く
、

一
。
二
年
生
が

つ
い
て
き
て
、
押
し

上
げ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
光
景
が
練

習

の
時
か
ら
見
ら
れ
ま
し
た
。
き

つ

と
、
体
育
祭
本
番

で
は

一
人

一
人
が

そ
れ
ま
で
の
努
力
を
胸
に
戦

い
、
熱

く
盛
り
上
が

っ
た
体
育
祭
に
な

つ
た

は
ず
で
す
。

校
　
長
完
一Ｐ
　
陽
介

こ
ん
な
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
人
間
は
通
常
、
本
来
持

っ

て
い
る
力

の
三
割
程
度
し
か
発
揮
せ

ず
に
生
き
て
い
る
」
そ
の
と
き
私
は

『火
事
場
の
馬
鹿
力
』
と
い
う
言
葉
と

結
び

つ
き
、
妙

に
納
得
し
ま
し
た
。

火
事
場

の
馬
鹿
力
と
は
、
人
は
極
限

状
態
に
追

い
込
ま
れ
た
と
き
に
、
想

像
を
超
え
る
力
を
無
意
識
の
内
に
発

揮
す
る
と

い
う
た
と
え
。
体
育
祭
は

ま
さ
に
そ
の
場
面
。
競
技
で
も
応
援

で
も
日
標
は
た
だ
ひ
と

つ
、
自
軍
の

優
勝
。
四
年

ぶ
り

に
解
禁

さ
れ
た
声

出
し
応
援

に
よ
り
、
緊
張
感
も

一
層

一局
ま

っ
た

の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
極
限
状
態
の
中
で
み
な
さ
ん
は
、

そ
の

「隠
れ
た
力
」
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
人
ア
イ
デ
ィ

ア
マ
ン
だ
な
…
と
か
、
走
る
の
こ
ん

な
に
速
か

っ
た
ん
だ
…
と
か
、
こ
ん

な
大
き
な
声
出
す
ん
だ
…
と
か
、
指

示
を
出
す
の
が
う
ま

い
人
だ
な
…
と

か
。
み
な
さ
ん
も
互
い
の
「隠
れ
た
力
」

を
感
じ
た
瞬
間
が
き

っ
と
あ

つ
た
の

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
体

育
祭
は
お
も
し
ろ
い
、
だ
か
ら
体
育

祭
は
す
ば
ら
し

い
。
今
年
は
じ
め
て

ク
ラ
ス
毎
に
臨
ん
だ
三
年
生
。
コ
ロ

ナ
前
の
、
そ
し
て
真
の
体
育
祭
を
創

っ

て
く
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
天
晴
―
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支
軍
網
頭

黄
軍
ス
ロ
ー
ガ
ン

「雷
獣
」
を

目
標
に
、
元
気
に
楽
し
い
軍
を
作

れ
た
と
思

い
ま
す
。
練
習
も
少
な

く
、
短

い
期
間
の
中
、
振
り
付
け

を
覚
え
る
の
も
協
力
す
る
の
も
大

変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が

Ｗ
準
優
勝
と

い
う

い
い
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
、
「
勝
負
は

い
つ

も
紙

一
重
」
を
合
言
葉
に
い
い
勝

負
が
で
き
ま
し
た
。
軍
全
員
が
元

気
で
仲
が
良
く
、
強
い
人
た
ち
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
黄
軍
で
得

た
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

賓
軍
組
頭

渡
部
・
花
ゴ

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
青
軍
の
み
ん
な
と
過
ご

し
た
時
間
は
と
て
も
充
実
し
た
も

の
で
し
た
。
振
り
を
教
え
る
こ
と
に

は
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
一生
懸
命
指

示
を
聞
い
て
く
れ
て
理
解
し
よ
う

と
努
め
て
く
れ
た
青
軍
の
み
ん
な

に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
応
援
団

結
賞
を
狙
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
た
の
で
、
第
三
位
は
悔
し
い
結

果
で
し
た
が
、
青
軍
の
み
ん
な
と
青

瞬
を
感
じ
笑
顔
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

つゝ
ず
」ざ
い
ま
し
た
。

■
■
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今
年
の
体
育
祭
は
、
応
援
合
戦
の

時
間
が
長
く
な
り
、
全
校
生
が
声

を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
応
援
の
歌
詞
や
振
り
付
け

を
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
か
っ

た
で
す
。
体
育
祭
当
日
は
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
「気
炎
万
丈
」
の
も
と
、
ど
の
軍
よ

り
も
先
に
大
き
な
声
を
出
し
、
他

軍
を
圧
倒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
応
援
団
結
賞
を
獲

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は
、

み
ん
な
「笑
顔
」
で
終
わ
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。赤
軍
最
高
Ｈ

蜜慾蜜歓
平
吹
　
菱
羽

綴
軍
組
頭

賓
野
　
由
弥

緑
軍
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
①
お
ω
β

″
嵩
農
の
も
と
、緑
軍
ら
し
く
楽
し

く
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
初

の
頃

は
、自
分
が
組
頭
を
や
っ
て
い
け
る

か
不
安
で
し
た
が
、緑
軍
幹
部
や
緑

軍
全
員
と
応
援
や
競
技
練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
、
そ
の
不
安
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
本
番

の
応
援
合
戦
で

は
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
ま
と
ま

っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
最
後
は
み
ん
な
が
笑
顔
で
体

育
祭
を
終
わ
れ
て
最
高
で
し
た
。

紫
軍
組
頭

限
ら
れ
た
短

い
期
間

の
中
で
、

応
援
練
習
や
競
技
練
習
を
す
る
こ

と
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
幹

部
を
中
心
に
放
課
後
の
応
援
練
習

や
昼
休
み
に
集
ま
る
な
ど
し
て
体

育
祭
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
紫
軍
は

「
千
紫
万
光
」

を
掲
げ
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
軍

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
賞
を
獲
れ
ず
悔
し
か

っ
た
で

す
。
来
年
、　
一
年
生
は
後
輩
の
手

本

に
、
二
年
生

は
自
分
た
ち
が

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
い
う
自
覚
を

も

っ
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

令和 5年 12月 25日 0

李
露
矢

体
育
祭
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、

競
技
優
勝
を
す
る
ま
で
の
日
々
は

不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

し
か
し
、
先
生
や
幹
部
の
み
ん
な

と
練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
軍

全
体
だ
け
で
な
く
、
私
自
身
も
成

長
で
き
ま
し
た
。
白
軍
の
ス
ロ
ー

ガ
ン

「獅
子
奮
迅
」
を
掲
げ
、
努

力
し
た
結
果
が
良

い
方
向
に
つ
な

が

っ
た
と
思

い
ま
す
。
白
軍
で
本

当
に
良
か

っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
組
頭
と
し
て

学
ん
だ
こ
と
は
今
後
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

高畠中PTA広幸風誌

突
露
人

↓
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新人戦では、良いプレーがたくさんありま
したが、ディフェンスやオフェンスの時の攻
め方などの課題も見つかりました。今後は練

習を頑張り、次回は優勝を目指します。

き[長 高梨 斗真

練習の成果を発揮できなくて悔しい結

果になりましたが、辛いときでも声をかけ

あつて 1勝することができました。地区総
体ではリバウンドとディフェンスを頑張

ります。

著日長 有坂 叶夢

標哲をぞ治遇3脇 目

とができました。また、個人戦ではベスト4の中に
3人がランクインしました。来年は県で勝てるチー
ムを目標に頑張ります。

部 長 高橋 一平

場爆む選E写冒宦ご暴奪含ま
した。また、団体戦では優勝し、県大会。その上の決勝
大会まで行くことができました。今後もチームー丸
となって頑張ります。

部 長 菅野 天虹

高畠中PTA広学′話

全試合苦しい展開ながらも、自分たちのすべきこ

とをし,た結果、南ブロック大会に進むことができま
した。記録に残らないような細かいところまで気を

配り、日ごろの練習から常に高みを目指します。

部 長 今井 彪翔

新人戦では仲間とともに精一杯頑張りま

したが、県大会出場はなりませんでした。守

備時のエラーや声出しがまだまだな点な

ど、多くの課題が出たので練習から頑張っ

ていきます。

部 長 古藤 陽菜

新人チームで初めての公式戦でした。男

子団体、男女個人で優勝できましたが、味方
が試合をしているときの応援の声が少なか
つたので、次の大会では決勝戦並みの気迫
を出せるよう頑張つていきます。

部 長 我 妻 洸

固
圏
園

東
置
賜
地
区
中
学
校

新
人
体
育
大
会
結
果

【団
体
】

１
位
　
　
野
　
球

【南
Ｂ
出
場
】

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

【南
Ｂ
出
場
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

【南
Ｂ
出
場
】

卓
球
男
子

【南
Ｂ
出
場
】

卓
球
女
子

【南
Ｂ
出
場
】

剣
道
男
子

【南
Ｂ
出
場
】

２
位
　
　
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
男
子

【南
Ｂ
出
場
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

【南
Ｂ
出
場
】

柔
道
男
子

【南
Ｂ
出
場
】

柔
道
女
子

【南
Ｂ
出
場
】

ホ
ッ
ケ
ー

３
位
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

【個

人
】

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

２
位

　

梅
津
由
。草
野
優

３
位
　
　
神
野
ら
い
ら
ｏ赤
木
希
花

鈴
木
さ
く
ら
生
口田
侑
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

３
位

　

平
悠
生
。中
川
颯

剣
道
男
子

１
位
　
　
近
野
紬

【南
Ｂ
出
場
】

２
位
　
　
鈴
木
雄
也

【南
Ｂ
出
場
】

剣
遭
女
子

１
位
柔
道
男
子

１
位

２
位

３
位

安
部
明
日
香

【南
Ｂ
出
場
】

５０
罐
級

大
浦
旬
朔

【南
Ｂ
出
場
】

５５
ｋ〓
級

板
垣
宙
伸

【南
Ｂ
出
場
】

６０
欧
綬

坂
野
颯
人

【南
Ｂ
出
場
】

７３
監
級

栗
田
爽
矢

【南
Ｂ
出
場
】

５０
監
級
我
妻
珀
羽

５５
監
級

戸
田

一
誠

４
×
団
Ｍ
リ
レ
ー

首同
畠
Ｂ

小
浅

大
翔
・大
浦

朱
国

遠
藤

翔
太
遠

藤

大
成

半 菅 大
田原 地

瑛 清 温
都 虎 真

7
位

i剛 酬 I∞
MMM

大 大 佐
浦 ,甫 藤

結 琉 樹
愛 花 奈

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

シ
ン
グ
ル
ス

ー
位

　

増
田

湊
都

【統

一
大
会
出
場
】

２
位
３
位

１１０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
藤
巻
颯
斗

陸
上
女
子

１
位
　
　
走
幅
跳
　
村
上
菜
棚

２
位
　
　
一
年
硼
Ｍ
　
黒
田
里
桜

４
×
硼
Ｍ
リ
レ
ー

音回畠
Ａ

松
田
咲
希
・黒
田
里
桜

佐
藤
樹
△Ｔ
村
上
菜
柳

３
位
　
　
一
年
硼
Ｍ
　
松
田
咲
希

二
年
硼
Ｍ
　
村
上
菜
棚

剛
Ｍ
　
黒
田
里
桜

砲
丸
投
　
草
名
木
円
佳

４
位

　

醐
Ｍ
　
四
柳
柚
乃

硼
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
佐
藤
樹
奈

脚
Ｍ
　
四
柳
柚
乃

５
位
　
　
硼
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
松
田
咲
希

６
位
　
　
硼
Ｍ
　
鈴
木
望
桜

脚
Ｍ
　
鈴
木
望
桜

走
高
跳

高
僑
彩
笑

8   7
位  位

l卸 8∞ 剛
MMM

後 中 大
藤 川 浦

弱奉香

ミ

目標であった個人戦、団体戦上位独占と

はいきませんでした。この悔しさをバネに

日々の練習一つ一つに集中し、県大会出場
に向けて頑張っていきます。

部 長 平 悠 生

団体戦は優勝、個人戦は3ペアが入賞す
ることができました。良い結果が出たもの
の、全体でも個人でも課題が出た試合とな

りました。今後の大会に向けて練習を頑張
っていきます。

部 長 梅 滓 由

男子ソフトテニス喜「

彙
打

す子ソフトテニス喜「
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今回の新人戦では、多くの選手が優勝、入賞す

ることができました。また、競技面だけでなく挨

拶や返事などの礼儀作法、学校生活面でもさら

に成長できるようにしていきたいと思います。

部 長 花輪 光希

新チゴムとな

り初めて臨んだ

大会でした。少

ない人数の中、

協力 し合 い、楽

しいプレーがで

きました。今回

見つかつた課題

を改善し、今後につなげられるように頑

張ります。

部 長 安藤 仁菜

新人戦では、一人一人が緊張感を持ち、

全力でプレーすることができました。今回

の試合を通して見つかつた課題を改善し、

今後の練習や大会に生かせるようにした

いです。

部 長 遠藤 璃姫奈

令和 5年 12月 25日  O

今回の新人戦は、全員が今まで練習して

きた成果を発揮できました。しかし、県大会

ではレベルの差が大きかつたように感じま

した。その差が少しでも縮まるように練習

に励んでいきます。

部 長 横山 愛碧

新チームで臨んだ大会。団体は南プロッ

ク2回戦敗退という悔しい結果でした。個
人では、一瞬の気の緩みで負けてしまいま

した。全国3位の先輩の背中を追いかけ、練
習に励みます。

部 長 坂野 颯人

3年生が引退
して、初めての大

会。そんな中、不

安や緊張があり

ながらも 2位 で
終えることがで

きました。次の地

区大会では、優勝

できるように日々の練習に力を入れてい

きたいです。

部 長 渡部 桜士朗

私たちは、苦しいときでも諦めず、ねばり

強くプレーをして、優勝することができま

した。今後は、新人戦で課題となったところ

を改善し、もっとよいプレーができるよう

に頑張ります。

言Б長 森谷 遥花

→ | ヽ

'

拍

新人戦では、1勝もできませんでしたが、

個人の課題を見つけられたとともにとても

良い経験になりました。今回の経験を活か

して、来年の新人戦では優勝できるように

頑張ります。

代 表 」ヽ池 勇輝

9月 に第 8回定期演奏会が行われまし
た。部員全員で音楽を奏で、聞いているお客

様に高中サウンドを響かせることができま

した。一人一人が一生懸命演奏できてよか

つたです。

き日長 菅野 華虹

柔道喜「

尊・塩,ヽ亀)
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十
月
二
十
三
日
、
一
一十
四
日
に
、
置
賜
総
合
支
庁

上
品

畠
町
商
工
観
光
課
か
ら
企
画
し
て
い
た
だ
い
た
職
業
体

験
学
習
「
ワ
ク
ワ
ク
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
ウ⊆
の
二

日
間
で
、
県
内
外
で
活
躍
な
さ

っ
て
い
る
方
々
の
職
業
講

話
と
置
賜
近
隣
の
二
十

一
の
事
業
所
の
方
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
生
徒

一
人
四
業
種
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
重
機
の
操
縦
や
マ
ネ
キ
ン
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
体
験
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
の
苦
労
や
利
用

者

へ
の
思
い
、
自
然
環
境

へ
の
配
慮
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
人

一
人
が
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
よ
い

き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。公
」
協
力
く
だ
さ

っ
た
事
業
所

の
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴ
ヨ
甲

ｉ
翌

訂
■
ｆ
ゝ
Ｔ
脚

＼
う
／

】
楷_1'r

誤

時

11

稗
かがやき1・ 2年生

米沢香装学校見
電車利用学習
進路選択肢の 1つである米沢養護学
校高等部普通科で、「作業学習」「職業」と

いう科目を見学しました。廊下には売り

上げの目標額が掲示され、将来「働く」ことを見据えた学習を行つていまし

た。専用の器具を使った石けんやバッグの製作、コーヒー豆の焙煎などを

黙々と行う先輩の姿がありました。帰りは、自分たちの力で電車を利用し、

車内やホーム、駅の中でのマナーを学習しました。

）

ヽ

ぃ

0
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修学旅行実行委員長 渋 谷 明 香 莉

欝鳩オ壕が■ユ逮

私
た
ち
は
、
修
学
旅
行
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
コ

期

一
会
」
と
し
、

一
生
に

一
度
限
り
の
出
会
い
を
大
切
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
と
な
る
関
東
方
面

へ
の
旅
行
は
、
計
画
の
段
階
か
ら
心

を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ま
し
た
。

小
学
校
で
行
け
な
か
っ
た
日
光
東
照
宮
な
ど
を
訪

れ
た
ク
ラ
ス
別
研
修
、
首
都
圏
の
文
化
や
歴
史
を
学

ぶ
テ
ー
マ
別
研
修
な
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
三
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

途
中
、
体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
、
笑
顔
で
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ノ

牌 |■

目囲■
プロジェクト
学級ごとにテーマを設定して、探究

活動に取り組みました。調べ学習やフ

ィールドワークを通して高畠町への

理解を深めたり、課題解決能力を育て

たりすることをねらいとして学習を

進めてきました。 12月 5日 には町長

様、副町長様、教育長様をはじめ、お世

話になった事業所の皆様、高畠高校

生
ツヘ

A

ゼ

う
uモ乳¥}
師麗鯉

1学年

道の駅たかはた

a n n Ⅲ
…

角愈麟彊烏
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三
空
二
組
　
佐
藤
　
潤
弥

今
回
の
講
演
は
、
す
ご
く
こ
れ
か
ら
の
過
ご
し
方

を
変
え
る
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
ま
し

た
。
自
分
は
今
、
将
来
の
夢
が
定
ま

っ
て
い
な
い
の
で

す
が
、
「警
察
」
と
い
う
職
も
小
さ
い
頃
か
ら
興
味
を

持

っ
て
い
ま
し
た
。
お
聞
き
し
た
実
体
験
の
お
話
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

「本
当
に
し
た
い
こ

と
」
を
自
分
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
「
マ
イ

ナ
ス
」
な
考
え
を
持

っ
て
い
て
、自
信
が
な
い
か
ち
だ

と
思
い
ま
し
た
。
「覚
悟
を
決
め
て
生
き
る
二

歩
踏

み
出
す
勇
気
。後
悔
し
な
い
よ
う
に
人
生
を
生
き
る
」

た

っ
た
十
五
年
し
か
ま
だ
生
き
て
い
な
い
け
ど
、
本

当
に
そ
う
思

い
ま
す
。
「
時
間
は
有
限
」
後
悔
し
な
い

た
め
に
は
、
大
事
。大
切
な
こ
と
を
先
に
し
て
、
自
分

を
認
め
て
自
信
を

つ
け
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

納
得
の
い
く
ま
で
続
け
る
、
や
り
た
い
こ
と
を
大
事

に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

一軍
四
組
　
佐
藤
　
星
来

今
回
の
講
演
で
は
三
つ
に
テ
ー
マ
を
分
け
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か

つ
た
で

す
。
自
分
は
小
学
校
三
、
四
年
生
ま
で
内
気
な
性
格
で

い
ま
し
た
が
、
祖
父
に
勧
め
ら
れ
、
習
い
事
を
始
め
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
「人
と
接
す
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ラ
ス
の

友
達
に
も
話
し
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
自
分
と
気
が
合
う
人
や
同
じ
趣
味
の
人
が
見

つ
か
り
、
今
で
は
大
切
な
友
達
と
な
り
ま
し
た
。
「
も

し
、
あ
そ
こ
で

一
歩
踏
み
出
さ
な
か

っ
た
ら
…
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
と
、
正
解
だ

っ
た
な
と
思

い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
友
達
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
大
切

に
し
て
あ
げ
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
今
あ
る
こ
の

有
限
の
時
間
を
大
切
に
使
い
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
の
夢
に
向

か

っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

育
成
研
修
部
長
　
加
騒
ば

【公
一見

元
山
形
県
警
察
官
で
俳
優
の
田
中
杏

樹
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
教
育
講
演
会

は
、
米
沢
市
出
身
お
し
ょ
う
し
な
観
光

大
使
で
あ
る
田
中
さ
ん
の
地
域
愛
に
溢

れ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
「生
き
る

糧
は
交
番
で
学
ん
だ
！
夢
を
叶
え
る
た

め
に
」
と
題
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
正
義

感
か
ら
警
察
官
を
目
指
し
猛
勉
強
し
た

こ
と
、厳
し
か
つ
た
警
察
学
校
、交
番
勤

務
で
の
経
験
、
一
度
し
か
な
い
人
生
を

後
悔
し
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
転
身

し
た
俳
優

へ
の
道
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

の
夢
を
叶
え
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
田

中
さ
ん
の
生
き
方
が
子
供
た
ち
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

部
長
　
森
谷
　
桜
迦

私
た
ち
美
術
部
は
、
自
分
た
ち
が
表
現
し
た

い
こ
と
を
大
切
に
し
て
描
い
た
り
作
っ
た
り
な

ど
の
制
作
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
人
数
が
多
い

で
す
が
、
そ
れ
を
利
点
に
ほ
か
の
人
の
技
術
を

真
似
す
る
な
ど
し
て
画
力
と
と
も
に
協
調
性
も

高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
た

一
年

で
し
た
。
自
由
に
活
動
で
き
、
に

ぎ
や
か
で
活
発
な
部
活
だ
か
ら

こ
そ
お
互
い
を
高
め
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
他
学
年
で
の

交
流
が
少
な
い
と
感
じ
た
部
分

も
あ

っ
た
の
で
、
来
年
は
他
学
年

で
の
交
流
を
増
や
し
、美
術
部
全

体
で
の
制
作
活
動
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
で
す
。

部
長
　
片
桐
　
一鮭
花

私
た
ち
総
合
文
化
部
は
、
地
域
の
た
め
、
学
校

の
た
め
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
た
め
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
屋
代
地
区
の
祭
り
に
使
う
ラ
ン

タ
ン
を
作

っ
た
り
毎
年
学
校
の
花
壇
に
花
植
え

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
花
の
配
置
計
画
か
ら

花
植
え
や
草
と
り
ま
で
農
業
生
産
部
と

一
緒
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
ア

ク
リ
ル
タ
ワ
シ
を
製
作
し
て
水

屋
に
配
置
し
た
り
、
森
谷
先
生

を
講
師
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り
を
行

っ
た
り
し
ま
し
た
。

ど
れ
も
楽
し
い
活
動
で
す
。

来
年
も
地
域
の
た
め
、
学
校

の
た
め
、自
分
た
ち
の
た
め
に
、

様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
き
た

い
で
す
。

部
長
　
原
田
　
口天
明

私
た
ち
農
業
生
産
部
は
、
冬
か
ら
計
画
を
立

て
、
畑
で
野
菜
を
作
り
、
自
分
た
ち
で
家
に
持

ち
帰
る
他
、
先
生
方
に
買
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

給
食
に
出
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
田

ん
ぼ
で
は
、
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

田
植
え
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
稲

刈
り
体
験
は
、
雨
が
続
き
中
止
と
な
つ
て
し
ま

い
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、

田
植
え
体
験
な
ど
は
、
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
が
な

い
と

で
き

な

い
の
で
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
来
年
も
楽

し

い
部

活
を
目
指
し
た
い
で
す
。

広
報
誌
二
十
三
号
も
無
事
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
原
稿
作
成
、
写
真
の
準

備
、
編
集
作
業
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ド」
協
力
感
謝
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
、主
役
の
生
徒
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
動
制
限
の
あ
る
生
活
か
ら
、よ
う
や
く

普
段
の
生
活
に
近
づ
き
、学
校
行
事
や
各
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。学
校
で
し
か
見
せ
な

い
真
剣
な
表
情
や
、
楽
し
そ
う
に
笑
う
姿

を
、
＞」
の
広
報
誌
を
通
し
て
目
に
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
生
徒
た
ち

の
活
躍
を
楽
し
み
に
、次
回
の
広
報
誌
も
お

待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員

全
一学
年
）

平
井
　
健

三

菅
井
　
忠
彦

樋

□
　
勇

一

我
妻
美
奈

子

星
　
孝

一
郎

吉

田
　
千
夏

富山小五佐小大
樫田玉十藤沼浦
嵐めあエ

真大文澄ぐゆ リ
人輔子人みみカ

編

集

後

記

農
業
生
産
部

総
合
文
化
部

美
術
部

生きる糧は交番で学んだ ! /
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